
平成２８年度開校式 校長挨拶 

Ｈ２８．４．３ 

 

おはようございます。 校長をやらせていただいています隅田です。 

平成２８年度の始まりに際し、挨拶させていただきます。 

 

初めに、新しい保護者や指導員の方も増えておりますので、黙とうの説明をさせていただきます。 

堺ラグビースクールでは、行事の始まりに奥田亮介君に対して黙とうを捧げております。 

これは、２０１０年８月２２日 スクールの夏合宿に於いて、当時中学１年生であった奥田亮介君

が、熱中症で倒れて救急の甲斐無く帰らぬ人となられました。 

この重大な事故の後、私たちは喪に服し活動を停止しました。 その間 指導員が集まり事故を起

こした原因の究明と反省の話合いを重ねました。 そしてその中から、子供達のためにスクール活

動を再開しようという機運が生まれました。 スクール活動の再開は奥田君のご両親も切に願って

おられたことでした。 ３ケ月の活動停止の後、「安全対策マニュアル」を作成し、活動再開に際

して、以下の“安全宣言” 

一、『二度と重大事故を起こしません』 

一、『安全を最優先して、安全には妥協しません』 

に則り、スクール活動を運営していくことを誓いました。 

私達は奥田亮介君が身をもって示してくれた事を決して忘れてはなりません。 

当時の事を知る指導者、保護者の方がまだ多数おられますが、新しく入って来られた方々に 

この様な機会に伝える事も私の責務だと思っています。 

 

次に、堺ラグビースクールは、開校してより今年で３０年目を迎えます。 

初代の中西校長、杉江副校長、大塚副校長の創設時のご苦労と永年に亘るリーダーシップの後、尾

原前校長、花井前副校長が新たな取組にご尽力をされての道半ば、重大な事故で引責されました。  

その後を受けて、先ほど述べましたような経緯を経て、スクール再開後の５年間でした。 

我々指導者は、今ここで堺ラグビースクール創設時に思い馳せ “若々しい情熱”を、古い指導者

は再び思い起こし、新しい指導者は思い巡らせて、新しい３０年目を創り出して行きたいと思いま

す。  

 

昨年から「創立３０周年記念行事 準備委員会」の下で、６月５日には堺Ｊグリーンでの交流試合、 

１１月２６日にはホテル アゴーラエージェンシーでの祝賀会、来年３月末にはニュージーランド

遠征など 行事準備も着々と進んでおります。  

保護者の皆様方には、いつもスクール活動にご支援ご協力を賜り、誠にありがたく感謝いたしてお

ります。 今年は３０周年の記念行事を成功裏に導くために、これからいろいろとご協力をいただ

きたく、なにとぞよろしくお願いいたします。 

 

ここでご報告ですが、先月にスクール卒業生達のＯＢ総会が開かれて、４期生でもある板野先生が

ＯＢ会会長に就任されました。 これから益々増えていくＯＢ達の結束を図り、ＯＢ会の活性化が

図られることと期待しております。 卒業生の戻ってくるスクールでありたいと願っております。 



 

次に、生徒諸君に話をさせていただきます。 

毎年 年度始まりの時に皆さんの心に残るような話を！と思ってやっています。 

今まで私が皆さんに話した内容を覚えている人はいますか？ 

誰か手を挙げてください。 

 

みんなに「ラグビーを好きになってください」と言いました。 

次に「スポーツで大事なことは、フェアプレイの精神だ」と言いました。 

これは大事な事だと思い、堺ラグビースクールは「フェアプレイ宣言」をしました。 

日本体育協会が薦めているこの運動の参加者は、昨日 宣言者数を見ましたら１１６，５００件で

した。 堺ラグビースクールは２年前で４６，７５０番目でしたので、残念ながら目標の１００万

件にはほど遠く、まだ拡がりを見せていません。 

 

今年は、スクール歌についてお話します。 

学校には校歌がありますね。 国には国歌があります。 「君が代」の国歌は日本人なら誰でも歌

えますよね。 君たちも学校の校歌は諳んじて歌えるでしょう。 

堺ラグビースクールも学校として「スクール歌」があります。 それで、いつもスクールの始まり

の時に歌っています。 

スクール歌を覚えている生徒は大きな声で歌ってくれますが、覚えていない生徒は歌っていません。 

スクール歌を歌っていない生徒がいることは残念に思います。 

堺ラグビースクールの歌は、初代校長の中西先生の作詞です。 詩がいいです！ 

「肥沃なる泉州に 若人集い  

礼節習い 技を練る 

いざ行かん 緑のピッチへ 

戦う敵は 己が内」 

ここが最高にいい！！ “敵と戦う前に まず自分と戦うんだ” 

“戦う敵は 己が内” とは、敵は目の前にいるのではありません「楽をしよう」とか、「もうこ

れでいいや」とか弱い自分にまず勝たなければダメですよ。  

この歌詞を歌うことで、自分を奮い立たせててください。 

本当に良いスクール歌を中西先生 ありがとうございました。 

スクール生は、みんながこの歌の意味を理解して、大きな声で歌って欲しいと思います。 

スクール歌を覚えるには、堺ラグビースクールのホームページの「堺ＲＳについて」にカーソル

を持って行くと、一番下に「スクール歌」と出てきますので、そこをクリックしてください。 

指導者・生徒のみならず、保護者の皆さんもスクールに関係するみんなが覚えて欲しいです！ 

 

君たちが卒業して、将来もスクール歌が懐かしく思い起こされるように、今はしっかりと歌って

欲しいです！！ 今日はこれを言いたかったので、始まりの最初に歌いませんでした。 

この後 歌ってくださいね。 

 

以上です。 ありがとうございました。 

 

堺ラグビースクール 校長  隅田輝雄 


